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調査要領

１．景況調査について

本調査は、吉見町商工会管内の景気動向を把握するために、会員事業所を通して

半期毎の景況をアンケートの方式によって調査し、集計値をＤＩ（注）で表示した

ものである。

２．調査対象期間

令和５年１月～令和５年６月

３．調査時期

令和５年７月

４．回収状況

調査対象企業数 有効回答企業数 有効回答率

建設業 9 18 . 0% 8 1 6 . 7 % 8 8 . 8 %

製造業 10 20 . 0 % 9 1 8 . 8 % 9 0 . 0 %

小売業 9 18 . 0 % 9 1 8 . 8 % 1 0 0 . 0 %

卸売業 4 8. 0% 4 8 . 3 % 1 0 0 . 0 %

サービス業 14 28 . 0 % 1 4 2 9 . 1 % 1 0 0 . 0 %

観光関連（業） 4 8.0 4 8 . 3 % 1 0 0 . 0 %

合計 50 10 0 . 0 % 4 8 1 0 0 . 0 % 9 6 . 0 %

調査対象企業業種内容（回答のあった企業数：４８社内訳）

建 設 業：総合工事業２ 建築工事（工務店）３

職別工事業３ （電気工事１ 水道工事２）

製 造 業：紙製品製造１ 電気部品製造１ 射出成型品製造２

機械部品製造３ 樹脂抜き加工１ 産業用機械製造１

小 売 業：ガス・農薬販売１ ガソリンスタンド１ コンビニエンスストア３

花卉類販売１ 農産物販売１ 自転車修理販売１

食品スーパー１

卸 売 業：種苗卸１ 工具卸１ 精肉卸１ 建築部材流通１

サービス業：飲食店４ 運送業３ 自動車整備業２ 理美容業 ３

建築設計業１ 機械器具レンタル・情報処理１

観 光 関 連：観光土産物店４

（注）ＤＩとは、ディフュージョン・インデックス（Diffusion Index）の略で、「増加」・「好転」
したなどとする企業割合から、「減少」・「悪化」したなどとする企業割合を差し引いた値。

-100から＋ 100の間を取り、プラスのときは景気拡大期（好景気）、マイナスのときは景
気減速期（不景気）と判断される。
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Ⅰ 今期（令和５年１月～６月）の業況判断
設問内容：過去との比較ではなく、今期の業況水準に関する判断

当表における記載期日の調査期間は以下の通りである。

H28.7月：H28.1月～ 6月 H28.12月：H28.7月～12月 H29.7月：H29.1月～ 6月 H29.12月：H29.7月～12月

H30.7月：H30.1月～6月 H30.12月：H30.7月～12月 R1.7月：H31.1月～R1.6月 R1.12月：R1.7月～12月

R2. 7月：R2.1月～6月 R2.12月：R2.7月～12月 R3.7月：R3.1月～6月 R3.12月：R3.7月～12月

R4. 7月：R4.1月～6月 R4.12月：R4.7月～12月 R5.7月：R5.1月～6月

【業況判断】

①自社の業況 （回答内容：良い・ふつう・悪い）

再び「悪化」へ

改善傾向は継続
６業種中４業種でＤＩは「0.0」以上となり、全業種平均ＤＩも３期連続で改善した。
またサービス業においてもＤＩはマイナスながらも５期連続で改善を示している。
一方、建設業ではＤＩは▲ 28.6 と再び悪化。建築業、水道工事業で「悪い」との回答

となった。ここ 3年は前期（1月～ 6月）、後期（7月～ 12月）でＤＩはプラスマイナス
を交互に繰り返す状況が続いている。
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②採算（経常利益・所得） （回答内容：黒字・収支トントン・赤字）

サービス業でマイナス幅拡大

サービス業でＤＩのマイナス幅が更に拡がった（▲ 7.7 →▲ 14.3）ため、全業種Ｄ
Ｉも 8.5と前回数値を僅かながら下回った。(前回)ＤＩ：8.7）
サービス業の回答では飲食業・自動車整備業者各 1 社から「赤字」回答があったほ

か、12社は「収支トントン」、「黒字」回答はゼロであった。
「黒字」回答が最も多かったのは「製造業」で、9社中 4社である。
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③引き合い（回答内容：活発・ふつう・低調）※建設業・製造業・卸売業のみ

建設業で続く低調感

３業種ともＤＩがマイナスとなった前期と比べ「製造業」、「卸売業」で改善した

が、「建設業」では５期継続してＤＩはマイナスとなった。（ＤＩ：▲ 12.5）
「建設業」では３社で「低調」（建築業２、水道工事業１）回答である。

３業種トータルでは「活発」回答が４社、「低調」回答が４社で均衡したため全業

種ＤＩは 0.0となり、7期ぶりになったＤＩマイナスを脱した。
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④従業員（含臨時・パート）（回答内容：過剰・適正・不足）

高止まりが続く不足感

全業種ＤＩ値は 39.5で前回調査と同水準となった。
前回調査に比べ「建設業」、「製造業」でさらに高まった一方、「小売業」、「卸売業」、

「観光関連」では低下した。

とりわけ「建設業」では調査開始以来もっとも高いＤＩ値 60.0となった。
全業種において「過剰」回答は 2社にと止まり、17社が「不足」回答である。
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⑤生産設備（回答内容：過剰・適正・不足）※製造業のみ

同業種でも分かれる判断

全業種ＤＩ値は再び 11．1で「不足」判断となった。
射出成形関係 2社、機械部品加工 1社の合計 3社が「不足」回答である。
一方で、機械部品加工 2 社から「過剰」回答もあり、同業種においても判断が分か

れる結果となった。
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Ⅱ 今期を基準とした前年同期・前期・来期見通し

【業績関係】

当表における記載期日の調査期間は以下の通りである。

対前年同期：R4.1月～R4.6月 対前期：R4.7月～R4.12月
来期見通し：R5.7 月～ R5.12 月

①完成工事（請負工事）額･売上(加工)額･売上(収入)額 （回答内容：増加・不変・減少）

設問対象業種：全業種
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②資金繰り（回答内容：好転・不変・悪化）
設問対象業種：全業種

③受注（新規契約工事）額（回答内容：増加・不変・減少）

設問対象業種：建設業のみ
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④材料（原材料・商品）仕入単価 （回答内容：上昇・不変・低下）

設問対象業種：全業種

⑤採算（経常利益・所得）（回答内容：好転・不変・悪化）

設問対象業種：全業種
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⑥従業員（含臨時・パート） （回答内容：増加・不変・減少）

設問対象業種：全業種

⑦自社業況（回答：好転・不変・悪化）

設問対象業種：全業種
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⑧設備操業（稼働）率（回答：上昇・不変・低下）

設問対象業種：製造

⑨借入難度 （回答：容易・不変・困難）

設問対象業種：全業種

回答なし
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Ⅲ 今期の設備投資実績と来期計画

当表における記載期日の調査期間は以下の通りである。

H28. 7月 H28.1月～ 6月 H28.12月 H28.7月～ 12月 H29. 7月 H29.1月～ 6月
H29.12月 H29.7月～ 12月 H30. 7月 H30.1月～ 6月 H30.12月 H30.7月～ 12月
R1. 7月 H31.1月～ R1.6月 R1. 12月 R1.7月～ 12月 R2. 7月 R2. 1月～ 6月
R2. 12月 R2. 7月～ 12月 R3. 7月 R3.1月～ 6月 R3.12月 R3.7月～ 12月
R4. 7月 R4. 1月～ 6月 R4. 12月 R4. 7月～ 12月 R5.7月 R5.1月～ 6月
来 期 R5. 7月～ 12月

①設備投資実績の推移と来期計画

②今期の設備投資内容
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③過去１５回の調査による設備投資実績－内容別割合

④来期の設備投資計画－内容別割合
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Ⅳ 今期の「直面する経営上の問題」

①建設業回答分布

回答選択枝

1大企業の進出による競争激化 2新規参入業者の増加 3材料価格の上昇

4材料の入手難・納入遅延 5人件費の増加 6材料・人件費以外の経費増

7下請単価の低下・上昇難 8下請単価の上昇 9金利負担の増加

10取引条件の悪化 11事業資金の借入難 12従業員の確保難

13熟練技術者の確保難 14下請業者の確保難 15官公需要の停滞

16民間需要の停滞 17その他
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②製造業回答分布

回答選択枝

1大企業の進出による競争激化 2新規参入業者の増加 3製品ニーズの変化への対応

4生産設備の不足・老朽化 5生産設備の過剰 6原材料価格の上昇

7原材料の不足・納入遅延 8人件費の増加 9原材料費・人件費以外の経費の増加

10製品（加工）単価の低下・上昇難 11金利負担の増加 12取引条件の悪化

13事業資金の借入難 14従業員の確保難 15熟練技術者の確保難

16需要の停滞 17その他
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③卸売業回答分布

回答選択枝

1メーカー・大企業の進出による競争激化 2小売業の進出による競争激化

3新規参入業者の増加 4店舗・倉庫の狭隘・老朽化 5商品在庫の過剰

6商品の入荷難・遅延 7人件費の増加 8人件費以外の経費の増加

9販売単価の低下・上昇難 10仕入単価の上昇 11金利負担の増加

12代金回収の悪化 13事業資金の借入難 14従業員の確保難

15需要の停滞 16その他
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④小売業回答分布

回答選択枝

1大中型店の進出による競争激化 2同業店の出店 3購買力の他地域への流出

4消費者ニーズの変化への対応 5店舗の狭隘・老朽化 6商品の入荷難・遅延

7商品在庫の過剰 8人件費の増加 9人件費以外の経費の増加

10販売単価の低下・上昇難 11金利負担の増加 12代金回収の悪化

13事業資金の借入難 14従業員の確保難 15需要の停滞

16その他
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⑤サービス業回答分布

回答選択枝

1大企業の進出による競争激化 2新規参入業者の増加 3消費者ニーズの変化への対応

4店舗の狭隘・老朽化 5人件費の増加 6材料・消耗品等の入手難・遅延

7人件費以外の経費の増加 8利用料金の低下・上昇難

9材料等仕入単価の上昇 10金利負担の増加 11事業資金の借入難

12従業員の確保難 14熟練従業員の確保難 15需要の停滞

16その他
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⑥観光関連回答分布

回答選択枝

1観光施設の付属設備老朽化 2観光資源の魅力低下 3情報発信の対応の遅れ

4店舗の狭隘・老朽化 5人件費の増加 6人件費以外の経費の増加

7販売価格等の低下・上昇難 8商品・材料等仕入単価の上昇

9金利負担の増加 10事業資金の借入難 11従業員の確保難

12隣接他地域との連携集客不足 13駐車場等の不足 14その他
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Ⅴ 業況(自社）の背景について感じていること（自由回答）

【建設業】
１ 技術者不足のため、受注が伸びない事。

２ 先行きが不透明。

３ 非住宅などの木造建築の引き合いが多い。熟練技術者、下請け業者の確保が今

後の大きな課題である。

【製造業】
１ 見積依頼の増加、新規生産の受注。

２ 受注製品で軒並み受注数が予定内示の 50 ～ 70 ％程度に減ってしまう製品が多
い。

３ 原材料、人件費以外の経費の増加。既存品価格改定が難しい。

４ 今現在は好調だが、2025 問題を含めて働き手が不足している中、多様な働き方
を進めて生産性の向上を図れるのかを危惧している。

５ 材料費の上昇分を製品価格に転嫁を出来ない。

６ いい意味での企業選別が始まっている。

【卸売業】
１ 燃料代、肥料代、資材代、輸送コスト増による生産意欲の減退等により売上減

に繋がっている。

２ 仕入れ商品の高止まりと従業員の確保。

【小売業】
１ 電気代、人件費の高騰は企業努力ではコントロール出来ない。

２ 仕入れ上昇、マージン圧縮、転嫁不足が良くないがお客様も苦しいはずと判断。

３ 頑張れば何とかなる。

４ 道路拡張によって駐車スペースが狭くなり、対抗車線に中央分離帯が出来る為

に車が入れなくなる

５ 最近キャッシュレス決済が売上の 30～ 50％をしめていて入金が 10日後１ヶ月
後と遅れるので資金繰りが滞る可能性が出てきた。

６ いちごを求めるお客様に対し、品不足となる。
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【サービス業】
１ まだまだ先行き不安材料が多く、採算がとれるかどうか見当がつきにくい状況。

２ 人材不足と高齢化が問題。

３ コロナの影響が尾を引き、中古車の価格もまだいくらか高騰で購入出来ないこ

とがある。

４ 新型車ハイブリットから EV 車の流れ、エアによる時代の変化への対応。車検
制度、OBD検査など生き残れるか心配。

５ コロナ以前に戻るのは大変。努力が必要。

６ 受注状況に関して大きな変化はないと考えている。

７ 時代の変化への対応が必要。

【観光関連】
１ コロナの影響が薄れてきて来客数が増えた気がするが、材料等の仕入れ単価の

上昇や人件費の増加で資金繰りに苦労している



- 23 -

Ⅵ 埼玉県の経済動向（彩の国経済の動きから抜粋）
埼玉県企画財政部計画調整課 令和５年７月 31日
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